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＜病棟連絡事項＞
・医療福祉学会抄録の提出期限が2022年9月15日17:00となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜患者様連絡事項＞
・成田　富士子様～臨時薬ヒベルナ(5)2T 寝る前が14日分処方となっている。
・江刺家　惠子様～臨時薬デエビゴ(5)1T 寝る前が14日分処方となっている。

・河村　哲久様～頭痛時ポンタールカプセルが10回分処方となっている。

・松川　順子様～嘔気時ナウゼリンが10回分処方となっている。

・村舘　ミネ様～土井Dr.より処置変更の連絡あり。イソジンシュガーパスタ軟膏＋ソフラチュール＋ガーゼ保護の指示となっている。イソジンシュガーパスタ軟膏1本処方となっている。
＜ベッドコントロール＞
・高柳　和子様～病状悪化のため、東病棟Aユニットへ移動。
・板橋　利美様～療養環境変更のため、西病棟Bユニット21号室へ転入。詳細は下記参照。

・8/12に佐藤英之様、8/15の週に小豆畑裕介様が転入予定。8/22の週に中居啓悦様が転出後、1名転入予定となっている。
＜要注目患者様検討＞
・沼山　真紀子様～食事変更や外出に関する訴え聞かれているが、説明には渋々了承されている。食事摂取量は昼食のみ1/2。引き続き状態観察していく。
・金山　辰巳様～対象患者様が付近にいても威嚇行為や粗暴性はなく経過している。引き続きトラブル無いよう観察していく。
・小泉　裕子様～昨日準夜帯で非常ベルを鳴らし、妄想言動や退院に関する訴え聞かれている。食事や服薬の拒否もあり、当直医へ報告し内服薬スキップし経過観察の指示となっている。夜間は良眠で経過し、日中は食事や服薬の拒否なし。妄想言動も聞かれずにいる。引き続き精神症状・問題行動に注意していく。
・澤田　真理様～嗜好品に関する訴え頻回に聞かれ、自己の都合がいいように解釈する様子も見られている。担当スタッフよりやまばと寮へ確認し、本人へも説明している。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・沼山　真紀子様～食事に関しては平均1/3以上摂取しなければ変更しない方向と指示あり。携帯を契約するために外出したいと希望あり。叔母へ外出について自分から連絡した事を話しており、主治医より、父以外の連絡は手紙で行うように再度説明を受けている。要求を次々と話し、切り上げできず。頓服薬の小青竜湯も定期に追加してほしいと希望あるが、以前に拒薬した経緯がある事から処方変更はせず、臨時薬１４日分処方、小青竜湯は継続して頓服対応となる。
・川崎　隆志様～体調問われ「大分よくなりました」と。困っている事がないか問われ退院について話している。「お盆までに自宅に帰りたいな。最後に見たい。」と話しており、感染症の流行の為外出の許可は出ていないが電話で伝えてみることを提案されている。
・澤田　真理様～要求多く説明への聞き入れが出来ない事、また、要求が通らない事で施設や家族に連絡し要求を通そうとし落ち着きがない事を情報提供。主治医より自己の要求を通そうとする事で寮への退院が難しくなる事を説明されている。しばらく納得できずにいるが、入所が難しくなるかもしれないと再三説明され、しぶしぶ了承。
・中村　聡様～保佐人より手紙(返信)が届いたことを主治医へ伝えている。
手紙には保佐人の役割が記載してあった様子。
夜間に鼻閉感が著明となる事からアタラックスPカプセル、フェキソフェナジンが朝夕食後→朝食後・寝る前に変更となる。
その他、カルテ参照。
＜深澤Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・山本　久美子様～家族は当院関連施設への退院を希望している。時折妄想に左右された言動や行動があり、日中は自室で無為自閉的に過ごしている。
・向井　敦子様～主治医より施設退院の方向性を家族へ確認するよう指示あり、家族は当院に近い施設入所を希望。PSWより施設一覧が完成し次第、家族様へ渡す事としている。クロザリル服用中であるが、妄想に左右された言動見られている。
・船田　泰子様～退院先は施設予定。保証人と成年後見人に関する手紙を長男様へ送信したところ、次女様から入電あり。成年後見制度の利用は良いとの事で、担当スタッフが各所へ連絡している。保証人については長男様に確認後折り返し連絡頂く事としている。
・平　京子様～退院先は自宅アパート予定。入院が長期化するのであれば不動産会社より退去を命じられる可能性あり。
・金山　辰巳様～退院先として家族は施設を希望。介護保険利用しているが、粗暴行為あるため、施設の選定が難しい状態。
・小田　沙也加様～退院先は自宅予定。母様より退院の許可が出ていたが、主治医指示で延期となっていた為、再度母様や主治医へ退院の目途を確認する必要がある。
＜転入患者様情報＞
氏名：板橋　利美様　67歳　男性
病名：統合失調症（当院2回目入院）　主治医：田名部Dr.
ADL：食事（義歯上下あり、クリミールのみ摂取）排泄（リハパン利用）

　　 入浴（入院時以降拒否）
売店：3000円/月、リハパンLタイプ購入許可あり（兄様より）
洗濯：業者
その他：臨時薬ダイフェン1Tを月曜・木曜の朝食後に服用。
　　　　毎週水曜日体重測定実施。
　　　　左前腕にシャント造設している。
　　　　コロナワクチン4回接種済み。インフルエンザワクチンも昨年接種済み。
他、サマリー参照。
＜コロナウイルス感染対策＞
・病棟の感染対策基本的な事は以下の通りです。

〇標準予防策の徹底（マスク、ゴーグル、一手技一手洗い、消毒）

〇ゾーニング（隔絶対応：部屋→ユニット→病棟）

〇感染経路別の対策（拡大を予防）

〇ＰＰＥ（陽性者への対応は決められたスタッフが行う）

